
【小説】 【その他】

ジオフェンス 浅沢　英 できるＣｈａｔＧＰＴ 清水　理史

銀嶺のかなた　３ 安部　龍太郎 自分の死に場所 島田　裕巳

じゃないほうのオダ 安藤　祐介
もう二度と人間関係に悩まなくなる

『菜根譚』
山口　謠司

魔心 五十嵐　貴久 地球の歩き方ａｒｕｃｏ １３ 上海 地球の歩き方編集室／編集

ブティック 池井戸　潤 女性たちの定年後 坊　美生子

モナリザの裏側 一色　さゆり 老いるショック大賞 みうら　じゅん／編

大江戸フューチャーズ 稲葉　大樹 かこさとしの科学絵本 かこ　さとし／編著

コズミック・ガール 伊与原　新 人生を変える腸内細菌 國澤　純／監修

極東発世界大戦　４ 大石　英司
一日一話声に出す脳トレなつかし

昔話・童話
大原　英樹

柩の狩人 大沢　在昌
タマネギ糖尿病、高血圧を撃退する最強の

活用ＢＯＯＫ
ブティック社

空き家と移住 垣谷　美雨 地震で死ぬ家、生き残る家 森山　高至

異常に非ず 桜木　紫乃 大人のかんたんソーイング　２０２６夏 ブティック社

秘中の天 佐々木　功 アルファベット図案ではじめる日本刺繍 草乃　しずか

金波銀波 澤田　瞳子 おつまみ薬膳 大竹　宗久

ネタバレあり 下村　敦史 薬屋のひとりごと　猫猫の調合書 日向　夏

アイ・ウォント・トゥ・ホールド・ユ

ア・ハンド
小路　幸也 腸を動かす朝ごはん休ませる晩ごはん 藤井　恵

燻る骨の香り 千早　茜 うたまるごはんの平日らくちん親子献立 うたまるごはん

深淵のカナリア 寺嶌　曜 農家が教えるカメムシの防ぎ方 農文協／編

頭を木魚に 笑い飯哲夫 どうすればよかったか？ 藤野　知明

めぐる糸 永井　紗耶子 ５０歳からののんびり山歩き入門 モンベル／監修

猫君　〔２〕 畠中　恵 それでも日々は朗らかに きぬ紗綾

＃台所のあるところ 原田　ひ香 みんなの短歌 テレビ朝日「夫が寝たあとに」

チャックの数奇な人生 スティーヴン・キング 年とる力 阿川　佐和子

メインキャラクター ジャクリーン・ゴルディス 作家と住まい 平凡社編集部／編
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【えほん】 【おはなし】

くさむらゆうびんきょく いしはら　ゆりこ 見あげればロフトの窓に 斉藤　洋

チーターどっちいったー？ 大塚　健太 ぼくのいうことを、きかないぼく 柴野　理奈子

はっけん！こども星人 こどもの視点ラボ ゆめのなかの名探偵 杉山　亮
１００このたまごモンシロチョウになれる

かな？
クォン　ヒョクト 都会のトム＆ソーヤ　２２ はやみね　かおる

あまがえる こが　ようこ 妖品魔具物語 廣嶋　玲子

なきむしなきこちゃん ザ・キャビンカンパニー 夏の迷子 村上　しいこ

希望を運んだ図書館 ローレン・Ｈ．カースティン なんとかなる本　完結編 令丈　ヒロ子

ゼロ！ サラ・アルビー ぼくのホームズは推理ができない 緑川　聖司

虫 タダ　サトシ ペンダーウィックの四姉妹　４ ジーン・バーズオール

ガージュー先生 たじま　ゆきひこ テムズ川宝さがしクラブ　２ カチャ・ベーレン

わらうことばあそぶことば 内田　麟太郎／ことば 【その他】

じょおうありのりんちゃんうまれたよ！ ねもと　まゆみ ナイチンゲールの風が吹く 田中　ひかる

にぎっちゃだめ！ チョー　ヒカル 算数パズルの学校 高木　徹／監修

まんまるまるごとりんごパイ モード・リンゼイ 鉄道の科学図鑑 Gakken

バナナでんわででんわをしたら ギデオン・ステラー いろいろ色のはじまり 田中　陵二／文・写真

はみがきセブン もとした　いづみ こんなときどうする！？大事典 遠山　純司／監修

ゴリラのはなくそ たなか　なおと 自分でつくる！なぞ解き やまみん／監修

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１９

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

メールマガジン

登録募集中！

メルマガは週１回お届けする

最新の新着図書案内です。

毎週金曜日に配信しています！

『福島県南相馬市小高区東町１－１０』

柳美里／著 福島民報社 2026年

タイトルの住所は柳 美里さんの現住所で、柳さんが営むブックカフェ「フルハウス」の住所でもあり

ます。福島県で担当したラジオ番組「ふたりとひとり」が縁で、当時住んでいた鎌倉から家族３人で南

相馬市に移住されました。震災から４年後のことです。当初は原町に、その後「警戒区域」が解除され

た小高へ。この著書は、移住されるころから６年７か月ほどの間、福島民報の紙上で続いたエッセイの

連載をまとめたものです。書かれているのは「人との繋がり」と「日々の暮らし」「美しい風景」です。

この６６編のなかにあなたの心に残る１編がきっと見つかるはず。１日１日を積み重ねているのは私た

ちも同じです。私たちの日々の営みが町を作っています。

町を町として存続させるには、その町で暮らす人が必要なのです。―「まえがき」より


